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私 は こう見る

平成30年度

決 算 特 集
街
の
Ｐ
Ｒ

島し
ま 

一か
ず
よ
し嘉 

議
員

大
河
ド
ラ
マ

麒
麟
が
来
る

子
育
て

朝あ
さ
こ子 

直な
お
み美 

議
員

広
報
お
お
や
ま
ざ
き

臨
時
号
発
行

子
育
て

イ
ン
フ
ラ

北き
た
む
ら村 

吉よ
し
ふ
み史 

議
員

嘉か
く
し

久
志 

満
み
つ
る 

議
員

セ
ン
タ
ー
方
式
給
食

実
施
設
計
委
託

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

イ
ン
フ
ラ

井い
の
う
え上 

治は
る
お夫 

議
員

二
山
小
プ
ー
ル

解
体
撤
去
工
事

イ
ン
フ
ラ

西に
し
だ田 

光て
る
ひ
ろ宏 

議
員

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

イ
ン
フ
ラ

岸き
し 

孝た
か
お雄 

議
員

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

更
新
工
事

財
政

井い
の
う
え上 

博ひ
ろ
あ
き明 

議
員

円
明
寺
・
下
植
野
の

財
産
区
へ
の
補
助

子
育
て

子
育
て

辻つ
じ 

真ま
り
こ

理
子 

議
員

山や
ま
な
か中 

一い
っ
せ
い成 

議
員

子
育
て
支
援

医
療
費
助
成
制
度

セ
ン
タ
ー
給
食

実
施
設
計
委
託
料

街
の
Ｐ
Ｒ

波は
た
の

多
野 

庇ひ
さ
ご砂 

議
員

ス
イ
ス
渡
航
費

44
万
円

一般会計　65億円
� （前年度比　0.6％増）

特別会計　51億円
国保・介護・後期・水道・下水・財産区
� （前年度比　5.9％増減）

� 1億円未満四捨五入

朝子 議員評 価
子育て

新町長の公約である第２保育
所存続方針のもと、従来通り
新規受け入れを行う入所申請
のおしらせがされた

新町長公約実現の予算執行

辻 議員あと一歩
子育て

現在小学生まで入院、通院月
200円負担だが、中学生さら
に高校生の入院、通院医療費
助成の拡充を

子育ての経済的負担軽減を

山中 議員まだまだ
子育て

行政の継続を無視した、公約
という理由の自校方式への方
向転換で2,768万2,560円が
無駄になった

設計完成後実行しなかった

西田 議員あと一歩
インフラ

住民の皆様からの長年の要望
であり、前町政で実現が決定
している。計画の周知をもっ
とすべきと考える

詳細を住民に知らせるべき

北村 議員まだまだ
子育て

中学校給食は確実に遅れた、
また小学校の衛生管理基準を
満たさない状況を放置してい
る。3,800万円を無駄使い

中止してしまったこと

まだまだ
インフラ

1 , 6 0 0万円の予算が合計
８千万円の決算。プール解体
の教育予算が保育所整備事業
の民生費で支出も不適切

予算の５倍の支出は不適切

井上治 議員

嘉久志 議員あと一歩
インフラ

阪急大山崎駅とJR山崎駅の
バリアフリー化の早期実現を
目指したが、JR山崎駅の完
成が遅れている

JR山崎駅令和2年度完成

評価
インフラ

省エネへの関心の高まりと、
世界的な水銀規制が始まった
中で、前町政での町内防犯灯
1040基のLED化を実現

環境保全と電力コスト両立

岸 議員

井上博 議員あと一歩
財政

円明寺・下植野の両財産区の
歳入不足を一般会計から補填
する状態が続いているので、
改善を強く求める

財産区の財政状況改善

波多野 議員まだまだ
街のPR

スイス誘致のために町税を含
む税金５億1,644万円ものう
ち、不要不急の約４億円は前
町政の無駄

ホストタウン誘致できず

島 議員評価
街のPR

天王山とゆかりのある明智光
秀を主人公とした大河ドラマ
の誘致は評価。しかし、前川
町長は方針の変更です

観光事業へ積極的取り組み

この事業 全議員の声

町長交代
継 続

方針転換
公約・選挙

廃止見送り
この1年

どうだった？

前山本町政、現前川町政を
各議員が評価

渋
し ぶ や

谷 進
すすむ

 議長
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本会議 委員会
提 案 説 明 ８／29 ○
一 般 質 問 ９／5、6 ○
議 案 審 査 ９／9～11、17〜19 ○
討論・採決 ９／26 ○

「全員が賛成」であったもの

議　案　名　・　概　要 掲
載
ペ
ー
ジ

委　
員　
会

討　
　
　
論

結　
　
　
果

令和元年度　歳入歳出補正予算（専決処分）
一般会計補正予算（2回目）
　�予算額は変わらず、債務負担行為の金額を増額

予 承認

令和元年度　歳入歳出補正予算
国民健康保険事業特別会計補正予算（１回目）8,131万6千円（5.5％）増

下水道事業特別会計補正予算（１回目）651万8千円（0.7％）増

介護保険事業特別会計補正予算（２回目）6,389万9千円（4.5％）増 予 原案
可決

後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（１回目）903万9千円（3.2％）増

　前年度の決算額が確定し、決算の黒字分を今年度の予算に組み入れるなどの補正　国民健康保険
や介護保険では、黒字分の大半を基金に積立てたり、負担金の精算を受けて国や府に返す

平成30年度　歳入歳出決算認定
一般会計　65億2,249万６千円（0.6％増）
　主な支出は、民間保育所の整備費用、鳥居前古墳用地の買上げ、瓦窯跡の整備、円明寺が丘団地
や下植野団地の側溝改修、防犯灯のLED化。また、年度の途中には、大阪北部地震被害への対策、
長寿苑の風呂給湯設備改修、台風21号被害の対策、両小学校のクーラー整備なども追加で実施。
収入では都市計画税の開始

２
〜
３

予

国民健康保険事業特別会計　13億7,264万4千円（13.8％減）
　　平成30年度から都道府県化にともない予算の仕組みが大きく変わったものの大きな混乱はなかった

下水道事業特別会計　14億3,263万9千円（37.9％増）
　　大山崎排水ポンプ場の建設工事が3年目を迎え、都市計画税の収入を建設工事費に充てた

介護保険事業特別会計　14億4,612万円（5.6％増）

後期高齢者医療保険事業特別会計　2億6,976万1千円（7.5％増）

水道事業特別会計　5億3,313万5千円（1.0％増） 賛

財産区（大山崎・円明寺・下植野）特別会計　7,674万千円（326.1％増）

条例の一部改正
印鑑条例　国の制度改正に合わせて、印鑑登録に旧姓を併記できるように改正

総 原案
可決職員の給与に関する条例　国の法改正に合わせた条例改正

人事案件
人権擁護委員候補者の推薦（浅野輝男さん、橋口秀子さん） ー 同意

議案議決結果 反
対

賛
成９月定例会令和

元年 一般会計  補正予算は修正

「賛否が分かれた」もの

議案名　・　概要

賛成：○　反対：×
態度保留（退席）：留

掲
載
ペ
ー
ジ

委　

員　

会

結
　

果

島　

一

嘉

西

田

光

宏

山

中

一

成

北

村

吉

史

嘉

久

志

満

岸　

孝

雄

辻

真

理

子

朝

子

直

美

井

上

治

夫

波
多
野
庇
砂

井

上

博

明

令和元年度　歳入歳出補正予算
一般会計補正予算（３回目）
　　　　 �3億9,287万円（6.6％）増

　　　　 4億37万円（6.7％）増

６
〜
７

予 修正可決

（討論）

（討論）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
賛

○

×

○
賛

×
反

○

×
反

○

×

○
賛

×
反

○

６対５　
修正部分の議決結果

修正部分以外（原案）の議決結果

渋谷進議長は議事を進行するため、採決に加わらない

2つの事業を削除
（2,515万7千円減）
中学校給食施設設計業務
中央公民館基本構想策定業務（　　　　　）

修正

原案

今年度
2回目の修正

一般会計「中学校給食」と「中央公民館建替え」の争点

中学校給食施設設計業務� 1,008万7千円削除

小学校の調査結果を踏まえて、
中学校給食の在り方検討を

小学校施設の衛生基準に合う調査と同時に、
中学校自校給食の設計を進めようとしてい
る。小学校の調査結果を踏まえて自校方式か
センター方式か方針を検討すべき。

理
由

削
除

理
由

削
除

センター方式が「安い」は
見積で「高い」になったが

・�中学校給食実施がずっと議論されてきたが、
小学校給食の予算が先行されるのは。
・�自校方式とセンター方式の見積もり金額の妥
当性は。

賛
成

反
対

中央公民館基本構想策定業務� 1,507万円削除

負担が大きいため、
将来負担の適正化の検討を

単体建替えの方針決定だが、補助金や有利な
起債もなく町単費での財政負担が大きすぎ
る。国・府と連携し財源確保の努力をし、来
年３月議会の当初予算で提案すべき。

本館建替えでの前町長提案との
違いはあるのか

・�前町長が１年前に提案した建替え案との違い
はあるのか。
・�町民負担を軽減するため、公民館以外の機能
も含めた全面建て替えは。

賛
成

反
対

運営経費が低いのはどっち？

大山崎町中学校給食検討委員会報告書では、自
校方式よりセンター方式の運営経費が低くなる
見込みでした。

平成28年はセンター方式が運営経費低い
直近の業者見積りでは、センター方式より自校方
式（小学校２校の現契約額と中学校の業者見積額
の合計金額）が低くなる結果でした。

９月議会で自校方式の運営経費が低いと説明

賛

認定

賛

債務負担とは
予算は単年度で執行するのが原則です。しかし、事
業が単年度で終わらず翌年度にまたがるため、翌年

度の支出（債務）をあらかじめ予定する場合（債務
負担）、議会の議決が必要となります。

（委員会）総務産業：総　建設上下水道文教厚生：建　予算決算：予
（討論）賛成討論：賛　反対討論：反
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修正で削除になった「給食・中央公民館」   の理由や内容は４ページに掲載

（山中一成議員、辻真理子議員、島一嘉議員、嘉久志満議員、
岸孝雄議員、渋谷進議員）

幼保無償化後の負担に配慮

公民館「本館機能のみ」で建替え 大山崎交番が長寿苑前に移転町 の 方 針  が 明 らかに
　６月議会では、耐震強度不
足で閉鎖中の中央公民館本館
の建替えの方針として、「既
存施設の小規模改修」、「大
規模改修」、「本館の建替
え」、「本館と保健センター
機能を併せた建替え」の４案

が町から示されました。
　９月議会では、「本館の建
替え」に方針決定したので、
予算成立後住民の方から意見
を聞くとの説明が町からあり
ました。

　昨年被災された矢掛町と坂
町で「避難に関する情報」を
中心に視察研修しました。
　今回学んだことを町に提言
し、防災対策に活かしていき
ます。
� 委員長　山中　一成

　大山崎交番移転の話は20
年以上前からありました。現
在の場所では建替えが困難
で、早急に移転が必要なた
め、長寿苑前の植栽を移転先
にとの説明がありました。議

員からは、犯罪は駅前周辺に
集中している、交番は駅周辺
に残すべきとの意見が出まし
たが、今後、町が土地を整備
し、京都府警察が交番を建設
する予定です。

予算
可決

報告 報告

　10月からはじまる３歳か
らの保育料や幼稚園での一時
預かりの無償化。町からは歳
入・歳出の項目変更や、副食
材費についての説明がありま
した。
　委員会では、幼保無償化で
副食費月4,500円が発生する

こと、逆転現象が起こらない
ようにしていることが町から
説明されました。 議員から
は無償化による町財政への負
担を懸念した保育料値上げの
意見や、国の責任で財源確保
をすることを求めるようにと
の意見が出されました。

南谷川の雨水排水路改修工事始まる

総務産業常任委員会

　町道１号の大門脇交差点の
南方150メートル、御茶屋池
からの河川で素掘り状態で
あった南谷川（円明寺）の改
修が決まりました。
　南谷住宅の上部は素掘りの
水路で、雨が降ると朽ちた竹

などの流れ込みで、町道１号
が度々冠水していました。
　今回の改修工事でコンク
リートの河川となり、上部を
蓋することで流れ込みを防止
し、御茶屋池からの排水効果
の向上が期待されます。

度々冠水する町道１号

建替えが決まった公民館本館 交番移転先の長寿苑前

情報発信の在り方を意見交換

一般会計補正予算は修正
動き出した小学校
中学校はその後で

給 

食
将来負担の 見直しを

公
民
館

町内保育所の保育料
令和元年度の町立と町内の民間保
育所の保育料は、国が定める標準
的な保育料より低い金額となって
います。

3,300万7千円 3,283万5千円

会議だけが委員会じゃない！定例会での議案審査以外や開かれた議会への取り組みを紹介します知
っ
て 委 会

員
総務産業・建設上下水道文教厚生・予算決算・広報・議会改革・議会運営

i
危機管理観光

入札
ごみ

情報の効果的な発信を（10/23 岡山県矢掛町）

　河川決壊前から、メール・
有線放送・CATV・SNSなど
で自主避難などの情報は発信
していた。しかし、町からの
避難情報より、近所での呼び

かけが避難行動につながる、
過去の経験から避難しないな
ど、避難行動につながる効果
的な情報発信の方法や体制づ
くりが重要。

情報は共有して一元化を（10/24 広島県坂町）

昨年度に続き「防災」をテーマに視察

　町内の複数箇所で土砂災害
が発生し、情報が錯綜してい
たため、統一的な対応ができ
るまで時間がかかった。
　情報の出入り口がいくつも

あると混乱を招くため、収集
した情報は一元管理して職員
間で共有し、被災者や報道機
関には統一的な情報発信を心
がけた。

９月定例会は、８月29日から９月26日まで開か
れました。町から、補正予算・条例改正・人
事案件・決算認定が、議員提出議案として「一

般会計補正予算の修正案」が提案され、審査
しました。また、中央公民館本館建替え方針
と大山崎交番の移転案が示されました。

　

　
月

定
例
会

あ
ら
ま
し

９



89 ぎかいだより おおやまざきぎかいだより おおやまざき No.90No.90 2019.12.12019.12.1

決
算
特
集

議
決
結
果

９
月
定
例
会
概
要
・
委
員
会
紹
介

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
も

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

９ 月 定 例 会

一般質問
９／５（木）、６（金）

10人が質問しました

ど う な っ て る の ！ ？

一般質問・答弁は、町ホームページの
「会議録検索システム」で、全文をご覧
いただけます。

一般質問の掲載内容は、本会議の討論をもとに
各議員が作成しています。

議員が、さまざまな課題について
町の考えを聞き、提言する場です

一般質問の議員１人の持ち時間は、
60分以内です。

問
巨
大
地
震
対
応
に
つ
い
て
、
広
報
誌

に
有
効
例
を
紹
介
す
べ
き
。

答
直
下
型
最
大
震
度
７
の
想
定
で
、
全

壊
1660
棟
と
損
壊
で
、
被
災
想
定

3480
棟
の
被

災
が
心
配
さ
れ
、
避
難
想
定
大
雨
で
は
洪

水
害
・
浸
水
害
・
土
砂
災
害
に
備
え
が
必

要
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の
３
者
が
補
完

し
合
う
姿
勢
が
大
切
。

再
質
問　
地
震
等
災
害
で
上
水
道
施
設
の

万
一
の
断
水
で
、
ト
イ
レ
対
策
が
必
要
と

な
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
・
仮
設
ト
イ

レ
想
定
、
流
す
水
の
確
保
は
。

答
第
二
大
山
崎
小
学
校
プ
ー
ル
・
大
山

崎
中
学
校
プ
ー
ル
の
水
利
用
・
町
体
育
館

北
側
の
水
路
開
渠
か
ら
簡
易
ポ
ン
プ
で
の

受
水
を
考
え
て
い
る
。

安心安全

巨大地震　当町の対応について
広報誌の有効事例紹介などで周知

波
は

多
た

野
の

庇
ひ さ ご

砂議員

問
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
お
け
る

今
年
度
、
次
年
度
以
降
の
運
営
見
通
し
は
。

答
今
年
度
に
お
い
て
は
、
国
が
「
地
方

特
例
交
付
金
」
と
し
て
、
全
額
を
負
担
す

る
。
２
年
目
以
降
の
無
償
化
に
係
る
地
方

負
担
は
、
地
方
交
付
税
に
て
措
置
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
現
時
点
で
詳
細
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
す
る
。

再
質
問　
副
食
材
費
に
つ
い
て
負
担
額
は

い
く
ら
か
。

答
１
人
月
額

4500
円
。
無
償
化
で
逆
転
現

象
が
起
き
な
い
よ
う
、
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
、
該
当
者
に
は
免
除
を
お
こ
な
う
。

再
質
問　
入
所
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
。

無
償
化
に
よ
っ
て
需
要
が
高
ま
る
と
予
測

さ
れ
る
が
、
事
前
ニ
ー
ズ
把
握
す
べ
き
。

答
無
償
化
が
た
だ
ち
に
保
育
所
利
用
の

高
ま
り
に
つ
な
が
る
か
は
不
透
明
だ
が
、

子
ど
も
の
人
数
自
体
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

今
後
も
当
面
は
、
保
育
所
入
所
希
望
者
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

子 育 て

幼保無償化での影響や入所把握を
保護者負担が増えない対応を行う

辻
つじ

 真
ま

理
り

子
こ

議員

問
本
年
第
１
回
定
例
会
で
質
問
し
た
公

共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
調
査
研

究
の
そ
の
後
は
。

答
近
年
、
府
内
及
び
全
国
で
行
政
庁
舎

等
公
共
建
築
物
で
の
木
材
利
用
が
見
ら
れ

る
。木
材
利
用
の
目
的
や
意
義・費
用
面
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
府
内
木
材
の
利
用
例
や
国
の

補
助
金
等
の
情
報
を
収
集
し
て
お
り
、
木

材
産
業
等
競
争
力
強
化
対
策
の
国
庫
交
付

金
は
確
認
し
て
い
る
。
中
央
公
民
館
整
備

基
本
構
想
策
定
の
中
で
構
造
種
別
を
含
め

た
方
向
性
を
定
め
た
い
。

再
質
問　
木
造
建
築
物
も
色
々
あ
る
が
Ｃ

Ｌ
Ｔ（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド
・
テ
ィ

ン
バ
ー
）工
法
は
、断
熱
性
に
優
れ
、大
判

パ
ネ
ル
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
高
い

耐
震
性
を
確
保
出
来
る
。
５
階
建
て
の
中

層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
築
が
既
に

あ
り
、
町
民
が
「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む

す
ぶ
」
場
所
で
あ
る
公
民
館
建
築
の
一
案

と
し
て
前
向
き
に
検
討
を
。

施設整備

中央公民館建替えでの木材利用を
建替え構想策定の中で検討したい

井
いの

上
うえ

博
ひろ

明
あき

議員

問
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
の
公
共

施
設
の
維
持
、
更
新
等
を
含
む
整
備
方
針

に
つ
い
て
、
施
設
の
点
検
や
健
全
度
評
価
、

劣
化
予
測
を
客
観
的
で
理
論
的
、
計
画
的

に
行
い
、
最
小
の
費
用
で
施
設
の
維
持
管

理
を
行
う
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
早
期
導
入
を
求
め
る
。

答
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
建
物
や
施
設

内
設
備
に
も
老
朽
化
が
著
し
く
現
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
随
時
対
応
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
引
き
続
き
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
い
た
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
く
。

再
質
問　
小
学
校
給
食
施
設
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
国
の
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
を

満
た
す
施
設
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
現
在
の
小
学
校
給
食
施
設
は
国
の
衛

生
管
理
基
準
に
基
づ
い
た
施
設
設
計
で
は

な
い
た
め
に
、
同
基
準
に
適
合
し
て
い
な

い
。
基
準
に
適
合
し
た
安
心
安
全
な
給
食

施
設
を
整
備
し
た
い
。

施設整備

計画的な公共施設整備を
総合管理計画に基づき管理していく

岸
きし

 孝
たか

雄
お

議員

問
阪
急
大
山
崎
駅
前
の
府
道
67
号
で
起

こ
っ
た
交
通
事
故
を
踏
ま
え
、府
道・町
道

の
安
心
・
安
全
の
対
策
案
は
あ
る
か
。
ま

た
、
町
道
28
号（
大
山
崎
町
保
育
所
前
）速

度
規
制
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答
駅
前
で
再
び
事
故
が
発
生
し
な
い
よ

う
、
関
連
機
関
と
連
携
し
交
通
安
全
に
努

め
る
。
歩
行
者
用
信
号
機
の
設
置
等
を
京

都
府
に
要
望
し
た
。
ま
た
、
町
道
28
号
の

時
速
40
キ
ロ
規
制
は
保
留
で
、
20
キ
ロ
ま

た
は
30
キ
ロ
規
制
は
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
。

再
質
問　
町
内
の
交
通
安
全
対
策
に
関
し
、

向
日
町
警
察
署
他
の
見
解
・
信
号
機
設
置

と
速
度
規
制
の
実
現
性
は
。

答

 

警
察
署
の
見
解
と
し
て
、
阪
急
大
山

崎
駅
前
に
歩
行
者
用
信
号
設
置
は
大
変
難

し
い
。
町
道
28
号
の
速
度
規
制
は
地
域
の

方
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
て

行
き
た
い
。

安心安全

駅前死亡事故後の交通安全対策は
信号機の設置・周辺の安全対策

西
にし

田
だ

光
てる

宏
ひろ

議員

災害利用が想定されるプールの水

増加傾向にある町内の出生数

府道67号阪急大山崎駅前 現行の大山崎小学校給食調理施設

断熱性等に優れ組立が簡単なＣＬＴ
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次
の
ペ
ー
ジ
は

議
会
図
書
室
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

決
算
特
集

議
決
結
果

９
月
定
例
会
概
要
・
委
員
会
紹
介

一
般
質
問

問
ラ
ジ
オ
体
操
機
器
を
夢
ほ
た
る
公
園

に
と
ど
め
ず
、
町
内
一
円
に
広
め
て
い
く

こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
様
々
な

シ
ー
ン
で
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る

「
桜
の
広
場
」に
も
、夢
ほ
た
る
公
園
と
同

様
の
機
器
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。
今

後
ま
す
ま
す
高
齢
化
は
進
展
し
、
高
齢
者

の
数
も
増
加
す
る
。
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
元
気
に
活
躍
す
る
こ
と
は
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
の
少
し
の
投
資
を
提
案
す
る
。
夢
ほ

た
る
公
園
と
同
様
の
機
器
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
。

答
高
齢
者
の
健
康
増
進
へ
の
寄
与
等
か

ら
、
山
崎
聖
天
「
桜
の
広
場
」
に
同
様
の

機
器
の
設
置
を
と
い
う
こ
と
だ
が
、
機
器

の
設
置
費
用
が
86
万
４
千
円
と
高
額
で
あ

る
こ
と
、
設
置
箇
所
の
問
題
及
び
、
桜
の

広
場
周
辺
は
閑
静
な
住
宅
地
で
あ
り
、
住

環
境
に
対
す
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

健　　康

「桜の広場」にラジオ体操機器を
周辺の住環境などから設置は難しい

山
やま

中
なか

一
いっ

成
せい

議員

問
近
年
の
入
札
は
、
最
低
価
格
を
公
開

せ
ず
に
執
行
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
多
く
の

自
治
体
で
入
札
妨
害
行
為
、
い
わ
ゆ
る
談

合
を
疑
わ
れ
る
事
案
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
公
平
・
公
正
の
立
場
か
ら
制
度
の
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
以
前
は
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
行
為

防
止
の
た
め
、
最
低
価
格
を
公
開
し
て
い

た
。
平
成
29
年
度
か
ら
は
く
じ
引
き
が
多

く
な
っ
た
た
め
、
入
札
後
に
最
低
価
格
を

公
開
し
て
い
る
。

再
質
問　
１
者
入
札
は
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

そ
の
件
数
は
。

答
平
成
30
年
度
に
22
件
の
１
者
入
札
が

あ
っ
た
。

再
質
問　
公
平
・
公
正
・
透
明
性
、
公
金

の
適
正
な
扱
い
と
税
の
還
流
を
考
え
、
公

契
約
大
綱
の
制
定
が
必
要
で
は
。

答
こ
れ
ま
で
に
入
札
制
度
の
改
革
の
取

組
み
に
よ
り
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
き
た
。

総
合
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問　
地
域
経
済
の
発
展
と
税
の
還
流
、

及
び
防
災
面
を
含
め
た
公
契
約
大
綱
の
制

定
は
、
今
後
経
済
が
い
つ
ま
で
も
い
い
と

は
限
ら
な
い
の
で
今
か
ら
備
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

公 契 約

入札と公契約大綱制定について
慎重に検討したい

北
きた

村
むら

吉
よし

史
ふみ

議員

住民の憩いの場　桜の広場公園

問
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
ス
タ
ー
ト
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
人
工
知
能
な
ど
の
技
術

革
新
が
急
速
に
進
み
予
測
困
難
な
こ
れ
か

ら
の
時
代
。
子
供
た
ち
に
は
自
ら
課
題
を

見
つ
け
学
び
、
考
え
、
自
ら
判
断
・
行
動

し
、
よ
り
よ
い
社
会
や
人
生
を
切
り
拓
い

て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
る
。「
生
き
る
力
」

を
育
む
た
め
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
だ

が
、
準
備
の
程
は
。

答
平
成
27
年
か
ら
「
大
山
崎
町
英
語
教

育
推
進
計
画
」
を
実
施
中
。「
英
語
専
科
教

員
や
推
進
支
援
員
を
活
用
し
た
複
数
指

導
者
で
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
授

業
」、「
英
検
や
英
検
Jr.
」
受
検
補
助
金
交

付
、「
英
語
に
関
す
る
発
表
会
」な
ど
、学

力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図

る
。
来
年
度
か
ら
、
小
学
校
５
・
６
年
生

は
「
外
国
語
科
」
の
授
業
が
年
間
70
時
間
、

３
・
４
年
生
は
「
外
国
語
活
動
」
の
授
業

が
年
間
35
時
間
に
な
り
、
年
間
指
導
計
画

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教　　育

学習指導要領改訂に対する準備は
移行に向け各校で教育課程の準備中

島
しま

 一
かず

嘉
よし

議員

問
で
き
た
て
の
給
食
提
供
、
一
人
一
人

へ
の
き
め
細
か
い
対
応
、
調
理
員
さ
ん
と

の
日
常
的
交
流
な
ど
自
校
方
式
の
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
。
セ
ン
タ
ー
方
式
は
一
時
間

半
前
に
作
り
終
え
て
ト
ラ
ッ
ク
で
各
学
校

へ
運
ぶ
た
め
経
費
も
高
く
な
る
の
に
、
以

前
の
給
食
検
討
委
員
会
で
は
セ
ン
タ
ー
方

式
が
安
い
と
さ
れ
た
。
実
際
は
ど
う
か
。

答
多
角
的
に
検
証
す
る
た
め
複
数
の
給

食
調
理
業
者
に
概
算
見
積
を
依
頼
し
た
。

検
証
結
果
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
セ
ン

タ
ー
方
式
が
自
校
方
式
よ
り
も
経
費
が
高

く
な
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

再
質
問　
自
校
方
式
が
教
育
的
に
理
想
的

で
あ
り
、
経
費
も
安
い
な
ら
早
く
実
施
す

べ
き
。

答
中
学
校
の
自
校
給
食
に
向
け
て
着
実

に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
補
正
予
算
で
中

学
校
の
給
食
施
設
整
備
に
係
る
「
基
本
実

施
設
計
委
託
料
」を
計
上
し
て
い
る
。

再
質
問　
小
学
校
給
食
室
の
整
備
と
共
に

早
期
実
現
を
。

学校給食

自校方式による中学校給食実現を
概算見積はセンター方式の経費が高い

井
いの

上
うえ

治
はる

夫
お

議員

問
中
央
公
民
館
本
館
と
ホ
ー
ル
の
整
備

に
つ
い
て
、「
単
体
建
替
え
」の
方
針
決
定

に
至
っ
た
経
緯
の
説
明
を
。

答
全
員
協
議
会
で
示
し
た
長
寿
命
化
・

複
合
化
な
ど
４
案
を
「
安
全
性
」「
快
適

性
」「
経
済
性
」
の
視
点
に
加
え
、
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
の
「
将
来
性
」
を
鑑

み
て「
建
替
え
」と
決
断
し
た
。「
建
替
え
」

は
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
や
す
く
、
新

た
な
利
用
者
も
広
げ
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
の
向
上
が
図
れ
る
。

再
質
問　
今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答

 

現
状
の
早
期
解
消
の
た
め
、
今
議
会

に
基
本
構
想
策
定
業
務
委
託
料
を
提
案
し

て
い
る
。本
予
算
の
可
決
後
、今
年
度
か
ら

来
年
度
に
か
け
て
基
本
構
想
を
策
定
。
令

和
３
年
度
か
ら
仮
設
公
民
館
の
設
置
、
既

存
施
設
の
解
体
設
計
と
新
施
設
設
計
。
さ

ら
に
翌
年
度
に
か
け
て
解
体
工
事
。
令
和

４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
新
築
工
事
。

同
年
12
月
末
竣
工
、
翌
年
１
月
供
用
開
始

を
考
え
て
い
る
。
工
期
の
短
縮
に
は
可
能

な
限
り
努
め
る
。

再
質
問　
町
民
参
加
で
基
本
構
想
を
策
定

す
る
予
算
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
従
来
以
上
に
ア
ン
ケ
ー
ト

や
報
告
会
な
ど
の
工
夫
を
。

答
よ
り
多
く
の
住
民
の
意
見
を
聞
く
方

法
を
検
討
し
た
い
。

施設整備

公民館整備のスケジュールは
令和６年１月に供用開始の予定

朝
あさ

子
こ

直
なお

美
み

議員

来年度使用される小学校英語教科書

小規模だと地産地消もやりやすい

請願・陳情は

11/29（金） 午後５時まで

次の議会は　　　11.28 木 � 12.17 火 　

本会議

議 案 説 明 11/28（木）

一 般 質 問 12/ 5（木） 6（金）

討論・採決 17（火）

委員会

議会改革特別委員会 12/ 3（火） 13：30

議会運営委員会 5（木） 本会議後

総務産業 9（月） 13：30

建設上下水道文教厚生 10（火） 13：30

予算決算 11（水） 10：00

議会運営委員会 13（金） 13：30

広報 13（金） 議会運営委員会後

議会運営委員会 17（火） 本会議後

いずれも午前10時開会
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次
回
は
３
月
１
日
に
お
届
け
し
ま
す
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　議会には、図書室を設置することが法律で
義務付けられています。
　議会の図書室には、議員の調査研究に役立
てるため、通常の図書とは別に、その街が作

どの街の議会にも図書室がある
成した統計書などが多くあります。
　議員の活動を支援するための図書室です
が、一般の方も利用できるようになっている
ことが多いです。

議会図書室の様子

議会図書室からの景色

　蔵書数は決して多くありません。また、議
会ならではの「お堅い」図書も多いです。統計
書に興味がなければ、なおさらです。
　でも、図書室を独り占めできるところはそ
うありません。寒い日、本を読みながら、あ
なただけの空間でほっこりしませんか。
　もしかしたら、中央公民館図書室にない本
と巡り合うことができるかもしれません。

あなただけの贅沢な空間を

　議会の図書室を利用される場合、議会事務
局にお声掛けを。図書の貸し出しは致しかね
ますが、ごゆっくりと図書室をご利用くださ
い。

利用のときは一言声掛けを

つくっているのは、わたしたちです

どんなことでもいいので、あなたのご意見・ご感想を
議会にお寄せください。

委員長　辻　真理子　　副委員長　島　一嘉
委員　　嘉久志　満　　岸　孝雄　　波多野 庇砂　　井上　博明

発行　大山崎町議会
編集　広報常任委員会

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
は
、
全
６
会
派
か
ら
担
当
者

が
２
年
毎
に
広
報
常
任
委
員
会
と
し
て
、
活
動
の
基
本

的
な
趣
旨
は
、
各
会
派
の
考
え
・
方
針
な
ど
大
き
な
違

い
が
あ
る
中
で
、
中
立
・
公
正
、
何
よ
り
も
正
確
事
実

を
皆
様
に
お
伝
え
す
る
べ
く
理
想
を
念
頭
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

�

波
多
野　
庇
砂

過去から、議会でも度々議論に
なった野良猫への餌やり。円明
寺や下植野地域で発生していま
す。動物愛護の側面と糞害や残

飯など衛生面での問題。上手に
共生する道を考えるときなので
はないでしょうか。

【表紙の写真】

さあ、あなたの声を議会に

議会に「図書室」！？えっ？


